






























研究目的

　産科学への細胞遺伝学と遺伝生化学の導入は,自然流産の原因に対する新し

い考察を加え,発生途上における変異が種の選択機構により自然淘汰されるこ

とを明らかにしたのみならず,羊水に浮遊する胎児由来の細胞から,染色体異常

や先天代謝異常を中心とした胎児の遺伝情報を出生前に把握することも可能に

した。


